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　 ここ数年、RMF （回転磁界）の 印加 に よる FRC プラズ マ の トロイダル 電流駆 動実験は注目されており、現時 点で最も有力なFRC プラズ マ の 電流駆動方法で

あると考えられて い る。ポロ イダル 磁 場の み で構成される配位に 対して 、垂直平 面内で 回転する磁場 を印加するこ とにより電流駆動を行う。回転周 波数 ω を

w 、、く（ωく く Pt”に設 定することに より、回転磁 場に はイオン は追従す ることが 出来 ず、電 子の み が追従す ることにより、回転磁場とは反対 方向の 向きの トロイダ

ル 電流を産み出される。図に示すように、この 回転磁場 の発 生には 、4極の アンテ ナに それぞれ 90度つ つ 位 相の 異なる正 弦波電流を供給す ることにより行 う。
ワ シン トン 大学などで は 、RMF だけで 配位を生成す ることが出来てはい るが 、比 較的低温 の 配位しか 得られ てい ない 。一方、　FRC プ ラズ マ は石英製放電管内

で 生成・保 持され るの が 一
般 的で あるが 、FIX装置の 場合、石 英製 放電管 内で 生成された FRC プ ラズ マ は、フラックス コ ンサーバ ーとして 働くSUS 製閉じ込め

容器へと移送することが可能で あるとい う特徴を有してい る。その た め 、100kHz

一ン パ ス は x
−
point から十分離れた位 置になるようにす るの が 常で あるが、　FIX　　　

鑠難靆蕪纛藩
FRC プ ラズマ への 適用を図 っ た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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による FRC 生成条件の 多様化
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　　磁場 反 転配位（FRC ）プラズマ の平衡 と安定性の た め には ミラ
ー

磁 場 が不 可 欠 で あ る。しか し、ミラ
ー比の 大きい 磁場 中で FRC 生

成 を行 うと激 しい 軸方向圧縮 と膨張が繰 り返さ れ、平衡状 態 へ の移

行 が遅れ る こ と が分か っ て い る 。また、平衡状態 に達 した後 も トロ

イダル方向の ゆ っ く りした振動（n
＝＝1 モ

ー
ド運動）が 観測 され てい る。

　こ れ らの 運動を最小化す るた め に、2組 の 金属 ラ イナーを図 1 の

よ うに 設置 した。金 属 ラ イナ
ー

  は ミラ
ー

コ イ ル の真下 に、金属 ラ

イ ナ
ー

  は FRC プラ ズマ 表 面 の磁 力 線が真空容器 （石 英製）を横切

る 位置に置か れ て い る。金属 ライナー  の 時定数τ1は 非常に 短 く、
FRC が生成す る まで の 短い 時間内の 磁場 を変化さ せ る。す な わ ち、
真空容器内部の 磁場の ミ ラ

ー
比を 1程度 に保ち、軸方 向圧縮 の励起

を軽減する 役割が あ る。金属 ライ ナー  の時 定 数 τ、は 20μs 程度 と

長 く、ラ イナ
ー

に 浸み 込 ん だ磁 力 線が ゆ っ くり した プラ ズマ の 振動

を抑 え る役 割 りを 担っ てい る D

　 図 2 は真 空 容器 壁 で の 金 属 ラ イ ナ
ー  内の 磁場 を装置 中央 の 磁 場

で 規格化 した 値〔ミラ
ー比 RM ）の 時間変化で あ る 。　 FRC の 生 成段 階

（0−3μs）の 磁場配位 は、ミ ラーコ イル が あ るに もか かわ らず ミラ
ー

比

を 1近 くに保 っ て い る。
　    の ラ イ ナ

ー
に 関す る 実験結果を講演に て 報 告す る。また、移

送プラ ズ マ の 減速 に も金 属ラ イナーが使 える こ とも併 せ て報 告 す る。
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図 i　実験 装置概要
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　 　図 2 ミラー比 の 時 間 変化
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